
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

問合せ：仙北市定住対策推進室 ☎43-3315

※ PDCA サイクル：事業活動における生産管理や品質管理などの管理業

務を進める手法で、Plan（計画）⇒Do（実行）⇒Check（評価）⇒Act（改

善）の 4段階を繰り返し、業務を継続的に改善する。

※合計特殊出生率：15歳から 49歳までの女性が年齢別出生率を合計し

たもので、一人の女性が一生に産む子どもの平均的な数。

※ KPI：重要業績評価指標（Key Performance Indicators）。目標達

成の度合いを定義する補助となる計量基準。

※ ICT：情報処理および情報通信（Information and Communication 

Technology）。コンピュータやネットワークに関連する諸分野におけ

る技術・産業・設備・サービスなどの総称。

基本的方向

出会い、結婚、妊娠、出産、子育て、健全な子どもの
成長まで切れ目ない支援を官民一体となって取り組み、
出生数の増加につなげます。子育て世代が育児と仕事
の両立を実現するため、男女の働き方や家庭における
役割分担の啓発・推進、事業所の協力を得ながら子育
てを応援する環境づくりをします。

数値目標

婚姻数……………… 平成31年度100件（H26年84件）
合計特殊出生率……　　平成31年度1.59（H24年1.49）

具体的施策項目 KPI
①出会いの創出とマッ

チング機能の強化
出会いイベント開催件数24件

②子育て環境の充実と
多面的な支援の強化

子育て拠点施設利用者数

1,200人

③子育て世代の経済的
支援制度の充実

出生数　　　　　　　183人

④文化に育まれた地域
を担う子どもたちの
教育環境の充実

中学3年英検3級受験率85％
中学3年英検3級合格率45％

1年間に 30日以上欠席した児
童生徒数　　　　　7人以下

基本的方向

市民の皆さんが地域を愛し、誇りに思う気持ち
を持つような地域活動を支援します。また、安
全で便利な生活環境を維持する公共インフラ、
住民サービス等の計画的な維持管理・更新を進
めるとともに、ICT の活用を進めサービスの質
や利便性の向上を図ります。

数値目標

「仙北市は住みやすい」と思う人の割合…　
平成31年度まで 20％ UP（新規）

社会活動、地域活動に参加した人の割合…　
平成31年度まで 25％ UP（新規）

具体的施策項目 KPI
①多様な地域活動へ

の支援強化
提案型まちづくり事業

18件

②安全で便利な生活
環境の維持・整備

市民バス・デマンド交通
利用者数　　　80,000人

③若者や女性の活躍
支援

男女イキイキ職場宣言事
業所数　　　　　　20件

④市民が健康に暮ら
せる環境の整備

がん検診受診率　　35％

　
こ
の
度
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
」（
平
成
26
年
法
律
第

１
３
６
号
）
に
基
づ
き
、ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
に
関
す
る
今
後
５
年
間

の
基
本
方
向
と
具
体
的
な
施
策
を
ま

と
め
た
「
仙
北
市
総
合
戦
略
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
総
合
戦
略
は
、
本
市
が
抱
え
る
人

口
減
少
や
高
齢
化
に
対
応
す
る
た

め
、
市
外
へ
の
人
口
流
出
の
歯
止
め
、

本
市
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く
る
、
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
を
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
、
資
源
を
活
か
し
た
産
業

育
成
を
す
る
こ
と
で
、
地
域
活
力
の

向
上
と
暮
ら
し
の
安
全
を
守
り
、
本

市
の
持
続
的
な
発
展
を
促
す
た
め
の

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
計
画
期
間
は
、
平
成
27
年
度
か
ら

平
成
31
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

こ
の
間
、
人
口
確
保
の
た
め
の
取
り

組
み
を
集
中
し
て
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
推
計
に
よ
る
と
本
市
の
人
口

は
、
44
年
後
の
２
０
６
０
年
の
将
来

人
口
が
１
万
４
３
２
人
ま
で
減
少
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
人
口
の
長
期

的
見
通
し
参
照
）。
こ
の
人
口
規
模

で
は
、
地
域
経
済
の
停
滞
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
力
の
減
退
を
招
く
危
険
性

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
総
合
戦
略
で
は
、

心
豊
か
な
地
域
で
の
生
活
を
確
保
す

る
た
め
、
２
０
６
０
年
の
将
来
人
口

を
１
万
５
８
４
１
人
（
国
推
計
と
の

差
５
４
０
９
人
）
と
定
め
、
実
現
に

向
け
た
各
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
総
合
戦
略
で
は
、
各
基
本

目
標
や
施
策
ご
と
の
数
値
目
標
（
Ｋ

Ｐ
Ｉ
…
重
要
業
績
評
価
指
標
）
を
定

め
、
施
策
・
事
業
の
効
果
・
達
成
度

を
外
部
有
識
者
の
参
画
を
得
て
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
導
入
し
、
検
証
・

改
善
を
図
り
、
必
要
に
応
じ
て
、
よ

り
実
効
性
や
実
現
性
の
高
い
総
合
戦

略
に
随
時
改
訂
し
な
が
ら
、
常
に
進

化
す
る
総
合
戦
略
に
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

基本目標３基本目標４ 少子化対策新たな地域社会形成

基本的方向

若者の地元定着化を図りつつ、市外
に出た人が本市へ戻り活躍できる環
境をつくります。総合的な移住情報
の発信、多様なニーズに対応する職
場づくりや起業しやすい環境づくり
を進め、受け入れ態勢整備や移住後
のフォローアップを行い、移住・定
住の促進を図ります。

数値目標

空き家情報バンク利用移住者数…平成31年度までに45人（H26年1人）

具体的施策項目 KPI
①情報発信の強化と移住環境の充実 移住相談件数　　　　　200件

②特区や資源を活かした多様な人材の
確保

短期移住体験参加者数 　50人

③移住者・若者の市内定着の促進
新婚世帯家賃助成事業利用件数

30件

基本目標２ 移住・定住対策

基本的方向

基幹産業の農林畜産業、観光業、商工業、サービス業等の連携を強化し、地
域産業の活性化、雇用創出につなげます。また、仙北市産業振興基本条例に
基づき、経営意欲の助長、経営基盤強化、活力ある地域経済成長を推進します。

数値目標

市内従業者数……………　平成31年度までに 12,000人（H26年11,000人）

具体的施策項目 KPI
①自然と歴史的景観に息づく人に優しい観

光地づくりと受け入れ態勢の整備
観光入込客数　　6,000,000人

②新たな視点による交流人口拡大 観光宿泊客数　  　625,000人

③「仙北ツーリズム」の創出と推進 外国人観光宿泊客数　32,000人

④農業を中核とした仙北ブランドの創出 新規就農者数　　 　　　15人

⑤農業の担い手育成と経営体の法人化 農業生産法人数　　 　30法人

⑥豊富な森林の利活用による産業振興 林業従事者数　　  　　270人

⑦地場産業の育成と競争力強化
ハローワーク角館就職件数

　1,000件

⑧伝統工芸品産業の再生 伝統工芸品等販売額 　10億円

⑨起業家の育成・人材確保 新規開業・事業拡張件数　20件

⑩「地方創生・近未来特区」の効果的な活用 特区関連事業所数　 　　15件

基本目標１ 産業振興による仕事づくり

（人）

30,000

10,000
平成22年
2010年

平成42年
2030年

平成62年
2050年

平成32年
2020年

平成52年
2040年

平成72年
2060年

14,000

10,432人

15,841人16,743人

19,728人

仙北市人口ビジョン：総人口

国立社会保障・人口問題
研究所推計：総人口

18,000

22,000

26,000

差分5,409人

人口の長期的見通し

仙
北
市
総
合
戦
略
を
策
定
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